
第 20回佐久新校再編実施計画懇話会 

 

日時：令和６年４月 23日（火）  

午後６時から午後７時 45分 

会場：長野県佐久合同庁舎講堂 

 

＜次 第＞ 

 

１ 開 会 

 

２ 挨 拶 

 

３ 新構成員・事務局員自己紹介 

 

４ 会議事項 

  （１）第 19回佐久新校再編実施計画懇話会まとめについて 

     

 （２）施設整備基本計画策定について 

 

 （３）検討項目の整理 

    ・基本計画について 

 

 （４）ワークショップの報告 

 

５ その他  

  第 21回佐久新校再編実施計画懇話会について  

【日時】令和６年６月の実施で調整 

【会場】現在調整中 

 

６  閉 会   
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　事務局

(教頭)・事務局長 　橋爪　俊彦 (全・教頭)・副事務局長 　井出　敦 主幹指導主事

〇清水　徹 (定・教頭） 〇土橋　邦彦 主任指導主事
（佐久新校担当）

　臼田　賢治 　有坂　清明 主任指導主事
（佐久新校副担当）

〇林　直孝

〇成田　明

　山口　達之

○＝新構成員

○＝新事務局員

佐久新校再編実施計画懇話会 構成員名簿

〇田中　聡

山下　純一

〇澤田　浩文

〇赤羽根　弦

　野沢北高等学校同窓会　会長

　佐久地域振興局　局長

〇油井　敏弘

　吉岡　道明

　畠山　啓二

氏名

　野沢南高等学校　教諭

　野沢北高等学校　教諭

　野沢北高等学校　校長

　野沢南高等学校　生徒会副会長

　野沢南高等学校　生徒会副会長

清水　貴弘

　南佐久郡町村教育委員会連絡協議会　会長

　佐久市教育委員会　教育長

　佐久市　副市長

所属等

野沢北高等学校 野沢南高等学校 高校再編推進室

　社会医療法人恵仁会　医師

　佐久大学　学長

　マイクロストーン株式会社　代表取締役社長

　佐久総合病院　統括院長

　佐久商工会議所　副会頭

　野沢南高等学校ＰＴＡ　会長

　野沢北高等学校ＰＴＡ　会長

　野沢南高等学校同窓会　会長

  坂川　和志

　山越　あゆみ

　市川　俊一

　長田　芳子

　吉岡　徹

　原　啓明

　廣末　恵子

〇坂江　千寿子

　白鳥　敬日瑚

自治体

産業界

　臼田　賢治

　山下　純一

　柳沢　敬

　西澤　克弥

　川本　舞

　佐藤　佳乃

　木内　あかり

　林　　広陽

　嵯峨　優空

〇高橋　幸彦

〇小林　秀樹

　竹内　由貴

　渡辺　仁

　野沢南高等学校　校長

再編
対象校

地域

同窓会

ＰＴＡ

学校
関係者

　中村　信秋

　佐久中学校長会　会長

　全佐久ＰＴＡ連合会　会長

　野沢南高等学校　生徒会長

　野沢北高等学校　生徒会副会長

　野沢北高等学校　生徒会副会長

　野沢北高等学校　生徒会長

　佐久小学校長会　会長



第１９回 佐久新校再編実施計画懇話会まとめ（案） 
 

日 時 令和６年（2024年）３月 28日（木） 18時 00分～20時 00分 

場 所 長野県佐久合同庁舎 講堂 

出 席 
（敬称略） 

畠山啓二，吉岡道明，榊祐史（代理：関武登），坂川和志，渡辺仁，白鳥敬日瑚，堀内ふき， 

廣末恵子，原啓明，吉岡徹，長田芳子，市川俊一，山越あゆみ，森泉雄二，嵯峨優空，林広陽， 

木内あかり，佐藤佳乃，河本舞，西澤克弥，柳沢敬，山下純一，中村信秋，臼田賢治 以上 24名 

傍聴者 17名 

事務局 
野沢北高校：野村教頭（事務局長），阿藤教諭，神岡教諭，清水教諭 
野沢南高校：橋爪教頭（副事務局長），市川教諭，渡邉教諭，山口教諭 
県教育委員会：宮澤室長，堀田企画幹，栁澤主幹指導主事，井出主任指導主事，有坂主任指導主事 

当日資料 
次第，第 18回懇話会まとめ，校地拡幅の必要性についての検討状況，ワークショップ報告書， 

配置計画・建替え計画・平面計画 （座長より）校地選定結果について 

 
会議事項 

（１）第 18回佐久新校再編実施計画懇話会まとめ 
（２）前回出された意見に対する検討状況報告 
    ・統合方法 ・通学の利便性向上 ・校地拡幅と施設整備基本計画 
（３）佐久新校施設整備について 
    ・現時点での配置計画 ・意見交換 
（４）令和６年度の予定について 

 

主な内容（要旨）  →県教委回答 
＜統合方法について＞  

県教委から佐久新校の統合は年次統合が適していると判断したと報告。 

＜通学の利便性の向上について＞  

県教委から通学の利便性向上に向けてバス事業者や佐久市との協議を継続していくと報告。 

○通学の利便性や安全性は独立した問題ではなく、校地拡幅問題や施設整備と密接に関わってくると思う。 

  →そのあたりを含めて検討していくことになる。 

 

＜校地拡幅と基本計画について＞ 資料を基に説明 

○学びを充実させるためには安全に登校してもらうことが大切。 

○探究的な学びの実現、単位制、定時制、体育施設、部活動の面から考えると広くて大きい方が良いと思う。 

○配置計画検討案をここで説明してもらいたい。 

 

＜配置計画・建替え計画・平面計画の説明＞ 設計チームより資料とスライドを用いて説明 

設計チームからの説明の概要 

 ・あくまでも現段階のもので、ワークショップや懇話会での意見交換を踏まえてブラッシュアップする。 

・Ｃ案を基にすると２段階整備で仮設校舎に普通教室をつくらなくて済むというのが最大のメリット。 

・フェーズ 1で完成する校舎は令和９年度後半から野沢北高校の生徒が使用する前提で考えている。 

・技術者の意見としては、仮に校地が広がったとしても現在の校舎配置計画は大きくは変わらない。生徒の授

業間の移動を考えると、校舎はコンパクトにまとめた方が良い。広がった校地におくのはロータリー、駐車

場。またはハンドボールコートや弓道場をもっていってグラウンドを広く使うのがよいのではないか。 

・駐車場が移動できれば、その分「班活のひろば」が広くでき、生徒の屋外での活動がしやすくなるというメ

リットもある。 

・敷地が決まらないから計画を進めないというのは反対。特に校舎部分については、新校の新しい学びに対す

る検討を進めていきたい。 

・現在の校舎はトイレや空調、バリアフリーなどに課題があり、学習環境としては厳しい状態のため、少しで

も早く新しい校舎に入ることができるということを重視した方が良いのではないかと考えている。 

 

 



＜引き続き校地拡幅と基本計画についての意見交換＞ 

○安全性と校舎整備は一体であるべきで、県教委の言う、切り離して検討するという考えには違和感がある。必

要性の検討のための一定の時間とはどのくらいか。 

  →開校年度に野沢北校地に新校にふさわしい学習空間を整備する、それと並行して、校地拡幅については通

学の安全性の確保のための必要性を含めて検討していきたいとして考えをお示しした。必要性のための

検討は今後おおよそ１年間程度の時間を頂戴したい。 

○Ｃ案はよいと思うが、工事車両はどこから入るのか。工事中の生徒の安全も考えなければならない。 

○今後中込駅周辺が車で混雑する。生徒はバスで、西側に校地を広げてそこから入るのが良いと思う。また駐車 

場が西側に行けば空いた敷地を有効に使えるのではないか。 

○野沢中学校の生徒の安全性も考えなければならないのではないか。 

○佐久から高校生が出ていってしまうことを危惧している。新たな学びを実現するためのメディアセンター、

地域連携協働室といった空間を充実させることを大事に考えてほしい。 

○小体育館がない期間が発生するが、それについての対策を考えてほしい。 

○高校を選ぶのは中学３年生。中学生の意見をたくさん聞いたらどうか。 

○駐車場の出入口を広くしたり、増やした方がよいのではないか。 

○設計チームの案は在校生の学びを確保するという点で大変魅力的。新しい学びを実現するという点でも工夫

を凝らしている。 

○並行して校地拡張を考えていくということの「並行」とはどのような意味か。第２期工事までのところで校地

拡幅が決まれば計画が変わるということがあるのか。 

  →校地拡幅の必要性について施設整備の基本計画と並行する形と申し上げた。工事にどのように関わって

くるか、設計変更が可能かということについては、ここでは答えは持ち合わせていない。 

 （座長より）次回の懇話会で考えを示してほしい。 

 

＜令和６年度の予定について＞ 資料を基に説明 

○４月の懇話会では基本計画（案）が示されるのか。基本計画とはどのようなものか。 

  →次回懇話会の意見交換を踏まえて案を作成していく。 

○案はいつ懇話会に示されるのか。 

  →基本計画策定に向けて、必要な意見交換を行っていく。次回以降の懇話会の設定を４月及び６月と説明し

たが、必要に応じて回数を増やし、懇話会での意見交換を行っていく。 

 （座長より）基本計画とは何か、計画がどこまで変更できるのか、次回説明してほしい。 

 

 

 

 

その他 

【次回】第 20回懇話会 

日程：令和６年４月 23日（火） 午後６時から 

内容：施設整備に係る意見交換 



旧第５通学区中学校卒業者数およびクラス数の推移 

長野県教育委員会 高校教育課 

 （単位：人） 



旧第６通学区中学校卒業者数およびクラス数の推移 

長野県教育委員会 高校教育課 

 （単位：人） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



●施設整備基本計画について
• 基本計画の目的：

設計の基本方針、施設性能、施設規模を確定させること

• 基本計画書に記載する内容：

①事業の目的、②教育研究の効果（学びのイメージ）、
③敷地条件、④施設規模・位置、⑤必要諸室、⑥機能関連図、
⑦事業スケジュール、⑧概略の必要経費 等

引用・参考：文部科学省「国立大学等施設の設計に関する検討会報告書」 平成２６年３月

家を建てる場合を考えると・・・

①大人２人、子ども２人で静かに住む。

②家族が毎日顔を合わせて生活できる。

③●●市▲▲町◆番地の自身の所有地。角地。

④木造２階建て。敷地北側に建てて南側を駐車場にする。

⑤３LDK。１階はLDK、風呂。２階に寝室と子ども部屋。それぞれにトイレ。

⑥ZEH。オール電化。太陽光パネル必須。

⑦長女の小学校入学前に引っ越したいので、１年６か月以内。

⑧３千万円

イメージ



●施設整備基本計画決定後の流れ

•基本計画終了後 → 基本設計 → 実施設計 → 工事

•基本設計の目的：
基本計画の内容を踏まえ、空間を具体化しながら法令上、意匠
上、技術上の課題を検討し設計内容を確定させる

•基本設計図書に記載する内容：

①設計図（配置図、平面図、立面図、断面図 等）、

②各種計画（外観デザイン、動線、構造、防災、電気設備、
機械設備、外構 等）

•実施設計の目的：
基本設計に基づき、建物の施工に必要な設計図書や各種計算書
等を作成する

引用・参考：文部科学省「国立大学等施設の設計に関する検討会報告書」 平成２６年３月



●施設整備基本計画で決定した事項の
変更について

・骨格に関わることは影響が大きく修正が困難。
軽微な修正は可能。



◯参加者：
・探究学習や地域連携に関わるみなさん
・野沢北高校・野沢南高校同窓会のみなさん
・長野県教育委員会
　+設計JVチーム（ファシリテーター）　合計42名





[地域と連携した探究学習とは]

[地域と連携した探究学習にふさわしい空間とは]

[佐久らしい、佐久ならではの地域連携・探究学習とは]

[地域と連携した探究学習とは]

[地域と連携した探究学習にふさわしい空間とは]

[佐久らしい、佐久ならではの地域連携・探究学習とは]

[地域と連携した探究学習とは]

[地域と連携した探究学習にふさわしい空間とは]

[佐久らしい、佐久ならではの地域連携・探究学習とは]

[地域と連携した探究学習にふさわしい空間とは]

[佐久らしい、佐久ならではの地域連携・探究学習とは]

[地域と連携した探究学習とは]



◯参加者：
・野沢北高校・野沢南高校の1,2年生のみなさん
・長野県教育委員会
　+設計JVチーム（ファシリテーター）　合計約26名





[普通教室まわり]

[メディアセンターまわり]

[普通教室まわり]

[メディアセンターまわり]

[普通教室まわり]

[メディアセンターまわり]








